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緒言緒言緒言緒言緒言
これまでわれわれは、ウサギの骨結晶について研究を

行ってきた 1-4)。その中で、骨の結晶は同じ骨において、部
位により一様でないことが分かってきた 1, 2)。今回、96週齢
の高齢ラットの骨における結晶分析を微小部X線回折装置
（Micro-XRD）により行ったところ興味ある結果を得たので
報告する。

材料および方法材料および方法材料および方法材料および方法材料および方法
試料
高齢ラットの骨は、96週後に大腿骨を摘出し 10%ホルマ

リンで固定を行った。コントロールは、8週および 48週後
の大腿骨とし、同様に摘出後 10%ホルマリンで固定を行っ
た。

Micro-XRDによる分析
Micro-XRDによる分析は、RINT-2500湾曲 Posit ion

Sensitive Proportional Counter (PSPC)型微小部X線回折装置
（Rigaku）により以下の測定・解析条件により行った。
　X線発生装置：リガク回転対陰極型強力X線発生装置、対
陰極：Cu、加速電圧：50kV、加速電流：200 mA、X線モノ

クロメーター：グラファイト結晶、X線波長：1,542 Å
(CuKα) X線ビームコリメータ：直径 100 �の円形、測定
領域：X線ビーム径100µm（試料面上で直径292µm 短径100
µmの楕円形）、試料揺動：入射X線方向に対する傾き（ω)
: 20度固定、�ﾉ直交方向の傾き（χ)-30～ 30度、試料回転

（ö): 0度（中心位置）および１度（揺動幅）、検出器：リガ
ク湾曲 PSPC（Position Sensitive Proportional Counter）、測定

抄録：われわれは高齢ラットの骨をMicro-XRDにより分析を行っていたところ、興味ある結果を得
たので報告する。
　試料は96週齢の大腿骨とし、コントロールは8週および48週後の大腿骨とした．測定は合計10点
を 1,800 sec行った．
　96週齢の骨の結晶はコントロールと比較して、ピークの出ない部位が多く、結晶の悪い部位が多
かった。
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weeks was worse than control group.
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諏訪武利　ほか：ラット大腿骨の加齢変化の研究

図1. 8週齢、48週齢および96週齢の測定部位を示す。

     左：8週齢、中：48週齢および96週齢。★：ピークの出た部位、●印：ピークの出なかった部位。
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角度範囲：0度～ 160度（2θ)PHA(Pulse Height Analyzer):標
準設定、角度分解能：0.04度、計測時間：1800 sec、デー
タ解析ソフト：JADE5.0+（MDI社）。
測定は、皮質骨および骨髄部を合計 10点行った。

結果結果結果結果結果
   図 1には、ピークの出た部位を★ 印および出なかった
部位を● 印で示した。また図2には、ピークの出たチャー
トを各週齢1つずつ示した。ピークの出た結晶の良い部位
では、骨特有のチャート5)が得られた。どの週齢においても
部位により、ピークにばらつきがあった。部位による結晶
の良し悪しが各週齢であるものの、8週齢、48週齢および
96週齢では、大きな違いは認められなかった（図 2）。しか
し、96週齢ではピークのでない部位が明らかに多かった
（図 1）。

考察考察考察考察考察
各週齢において、これまでのウサギの骨における分析結

果と同様に結晶が部位により一様でなかった 1, 2)。
今回、高齢ラットである96週齢の骨の結晶はコントロー

ルと比較して、良い部位においてほとんど違いはなかった。
しかしながら、明らかにコントロールよりも、ピークの出
ない部位が多く、結晶の悪い部位が多かった。これは、コ
ントロールに比較して骨質が弱くなっていると考えられる。
今回の結果から、高齢ラットの骨の結晶はある一定の時期
を過ぎると、悪い部位が多くなることが示唆された。しか
しながら、今回サンプル数も少なく、測定が10点と限られ
ていることから、個体数および測定部位を増やすなど、さ

図 2.  8週齢、48週齢および96週齢のMicro-XRDパターン。

らに分析をしていかなければならない。
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